




種類株式の配当の状況 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 

 

1株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期　　　　末 合　　　　計

円　　銭 円　　銭 円　　銭 円　　銭 円　　銭

25年3月期 ―　　― 0　　00 ―　　― 7　　30 7　　30

26年3月期 ―　　― 0　　00 ―　　―

26年3月期（予想） 6　　80 6　　80

Ａ種優先株式
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

    当第３四半期の連結経営成績につきましては、経常収益は、資金運用収益が減少しましたが、役務取引等収益や

株式等売却益が増加したことなどから、前年同四半期比 10 億 22 百万円増加し 322 億 98 百万円となりました。 

    一方、経常費用は、預金利息などの資金調達費用が減少したことに加え、不良債権処理額や株式等償却が減少し

たことなどから、前年同四半期比 21 億 67 百万円減少し 267 億９百万円となりました。 

その結果、経常利益は、前年同四半期比 31 億 89 百万円増加し 55 億 88 百万円、四半期純利益は、前年同四半期

比 27 億 22 百万円増加し 40 億 36 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

    当第３四半期末における連結財政状態につきましては、総資産は、前年度末比 276 億円増加し１兆 9,171 億円と

なりました。また、純資産は、前年度末比 21 億円増加し 1,022 億円となりました。 

    主要な勘定残高につきましては、預金は、前年度末比 212 億円増加し 1 兆 7,531 億円となりました。貸出金は、

前年度末比 87 億円増加し１兆 1,710 億円となりました。有価証券は、前年度末比 259 億円増加し 6,099 億円となり

ました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成 26 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 25 年 11 月 14 日に公表した数値から変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   該当事項はありません。 
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(３)　四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

(株式資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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４．平成２６年３月期　第３四半期決算短信の説明資料

（１）平成２６年３月期 第３四半期の損益状況（単体）

（単位：百万円）

平成２６年３月期 平成２５年３月期

第３四半期 第３四半期

実　績 前年同四半期 実　績

（９カ月間） 実 　績　 比 （９カ月間）

22,773 60 22,713

17,638 △415 18,053

2,112 391 1,721

3,022 83 2,939

（ う ち 国 債 等 債 券 損 益 ） 2,818 69 2,749

16,868 314 16,554

5,905 △254 6,159

3,086 △324 3,410

① 51 △250 301

5,853 △5 5,858

△895 2,942 △3,837

② 2,204 △880 3,084

③ 6 △2 8

1,243 1,556 △313

2,250 △1,127 3,377

4,957 2,937 2,020

0 △19 19

149 113 36

4,808 2,805 2,003

607 446 161

225 △325 550

3,975 2,683 1,292

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

業 務 粗 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

臨 時 損 益

業 務 純 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

経 常 利 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

う ち 株 式 等 関 係 損 益

う ち 償 却 債 権 取 立 益

（貸倒償却引当費用①+②-③）

特 別 利 益

四 半 期 純 利 益

特 別 損 失

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

　　　 第３四半期の損益状況につきましては、資金利益は減少しましたが、役務取引等利益が増加したこと
　　などから、業務粗利益は前年同四半期比60百万円の増加となりました。また、経費が、基幹系システム
　　移行に係る費用計上を主因として増加しましたが、一般貸倒引当金繰入額が減少したことにより、業務
　　純益は、前年同四半期並みの58億53百万円となりました。
　　　 また、臨時損益は、不良債権処理額が減少するとともに、株式等関係損益が改善したことなどから前
　　年同四半期比29億42百万円改善し、△８億95百万円となりました。
 　　 その結果、経常利益は、前年同四半期比29億37百万円増加し49億57百万円となり、四半期純利益は
　　前年同四半期比26億83百万円増加し39億75百万円となりました。
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（２）「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）
（単位：億円） （参考）　　（単位：億円）

（注）上記の平成25年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する
　　各債権のカテゴリーにより分類しております。
　　　なお、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる金額のうち、無価値と認められる部分については
　　直接償却相当額として当該金額を減額しております。

（３）自己資本比率（国内基準）
(参考）

（注）　バーゼルⅢ基準は、金融機関の健全性をさらに向上させるため、従来よりも厳格となった自己資本比率規制の
　　　基準です。国内基準行には、平成26年３月期末より適用されます。
　　　　なお、上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

連 結 自 己 資 本 比 率 10.5％程度 9.82%

平成26年3月末（バーゼルⅢ基準･予想値） 平成25年3月末（実績）

平成26年3月末（バーゼルⅢ基準･予想値） 平成25年3月末（実績）

単 体 自 己 資 本 比 率 10.2％程度 9.61%

平成25年12月末 平成24年12月末 平成25年3月末

2.81%

57

222

25

306

2.59%

55

242

30

328合 計

総与信に占める割合

56

181

21

258

2.17%

破 産 更 生 債 権 及 び
これらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権
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（４）時価のある有価証券の評価差額（単体）

（単位：億円） （参考）　　　　　（単位：億円）

時価 　評価差額 時価 　評価差額 時価 　評価差額

うち損 うち損 うち損

6,080 11 6,028 27 5,821 11

株 式 281 3 220 13 261 5

債 券 4,782 3 4,991 5 4,695 1

そ の 他 1,016 4 816 8 864 4

（注）１．「評価差額」および「含み損益」は、各決算日末時点の取得原価（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を

　　　　計上しております。

　　　２．満期保有目的の債券及び子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。

（５）預金、貸出金の残高（単体）
（単位：億円） （参考）　　（単位：億円）

　預　金（末残）

うち個人預金

　貸出金（末残）

以　　上

240

60 66

109 111

58 62

30

96

32

131

16

91

23

159

96

71

48

99

75

53

平成25年12月末 平成24年12月末 平成25年3月末

そ の 他 有 価 証 券

うち益 うち益 うち益

216 227 228

平成25年12月末 平成24年12月末 平成25年3月末

17,586 17,266 17,363

14,075 14,001 13,853

11,746 11,558 11,657
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